
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都社会人大学校 

第 12号 2019年 1月 

北近畿校運営委員会 

事務局発行 

２０１９年  

あけましておめでとうございます。 

新しいこと、新しい人に出会う 

北近畿校で 

今年も楽しく学びましょう！ 

第８回 自然科学講座 ― 

「人口知能（ＡＩ）によって 
大変革する社会における植物科学の挑戦」 

 12 月 20 日／講師：蔡晃植氏 

 

人間とチンパンジーの遺伝子の差は１％でしかない。人間と人間とでは

0.1％の差だということです。0.1％の差でしかないのに、どうして人間には能

力に大きな差があるのでしょうか。この 0.1％というのは宇宙空間くらいの幅

があるのでしょうか。こう思いながら聞き入りました。 

種の改良は近縁種でしかできなくて、親が持っていない質は子にもできな

い、ということですが、これを超えられたのは遺伝子組み換えによって可能に

なってきたということです。医療での応用においては、難病患者にとって待た

れている研究です。ただ、日本は組み換え研究では最先端をいっていまし

たが、今では欧米に特許をもっていかれているのが現状だということです。 

近年、新しい遺伝子組み換え法として、ゲノム編集と呼ばれる研究がな

されており、マンモス復活計画などもあります。更に人口知能（ＡＩ）を使

って生物の進化などに応用されつつあります。 

ＡＩは、入力するデータによって結果はかなり違ってきます。一例として

挙げられたのは、がん患者、心筋梗塞を起こした95％の人はこの食品を食

べていたことが判明した。この様に危険な食品を禁止すべきか。この食品と

は、米のことであり、ＡＩは人類にとって便利になる面もありますが、与える

データによって恐ろしい結果を生むことになることもある、と語られました。講

義後の複数の方からの質問もこの懸念のことでした。人間の英知も求めら

れているのだと思いました。 

 

本来は時事講座受講な

のですが、初めて科学講座

を受けました。元々理系生

物を勉強したものなので、

大変興味がありました。私

の勉強した生物学も多く、

進歩に拍手です。後半の AI

の話も驚くことばかり、マ

フィアが AI に染まらない

ことを祈ります。 

ＳＦを超えるようなお

話で、頭の中がパニック

を起こしかけてしまいま

した。ＡＩが戦争に使わ

れることのないように、

あるいはまた、ジョージ・

オーウェルの Animal 

Farm の世界が再現され

ることはないかと、楽観

的な未来図よりは、悲観

的未来図が頭をよぎりま

す。劇変する最先端科学

技術、そして人間の未来

は？？？ 

２０１８年度の全講座が終了。一つのこと

に継続して取り組むというのは、口で言うよりもな

かなかに大変なことです。１か月に１回とはい

え、大人には様々な事情が発生するわけで、そ

んなこんなを乗り越えて通い続けてこられた受講

生のみなさんに敬意を表します。 

最後の講座の感想用紙には、１年間(８か

月)通しての思いを書いていただいた方がたくさん

ありました。「こんな小さな用紙には書けませんヮ」

と、長文のＦＡＸもいただきました。いずれも、ご

尽力いただいた講師の方々への感謝がつづられ

ており、みなさまの思いはすべて講師の方々へお

届けします。ありがとうございました。 

 

２０１９年度は６講座に増やして開講しま

す。引き続き受講していただき、充実した受講生

ライフ！？を楽しんでいただきたいと思います。 

 新年度の講座案内は２部お届けしています。これは、あなた

の分と、「誰か新しい方を、お一人誘ってくださいませんか」とい

うお誘い用の分です。どうかご活用いただき、この北近畿校の

安定的運営にもご協力いただけたら幸いです。 

AI は便利だけれどおそろしい。あまりにスゴクて

びっくり、質問もできない。 

 

引き続き、まだまだ、ず～っと 

新 運営委員さん 
募集中！ 
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１
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の
「
北
近
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校
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通
信
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最
初
は
、
講
座
を
休
ま
れ
た

方
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
た

い
、
と
い
う
こ
と
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ま
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み
な
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ん
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声
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だ
き
、
本
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に
あ
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と

う
ご
ざ
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ま
し
た
。
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す
。 

 
 

２
０
１
９
年
度
も
、
こ
の
通
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す
る
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と
に
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
読
？

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
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２０１９年度の講座案内を同封させていただいています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 回 自然科学講座 ― 

地球温暖化と異常気象 

7 月 19 日／講師：杦本育生氏 

 

今回の講座は、7 月 7 日に京都府南丹市以北に大雨特

別警報が出され、解除 2日後からは猛暑に突入するなど変動

の激しい季節の中で開催されました。 

大手保険会社の個人向け火災保険の期間が、これまで最

長 36 年であったのが 10 年に限定されるようになった。大雨に

よる田畑への浸水で、主産地の北海道でジャガイモがほぼ全

滅し、ポテトチップスが工場で生産できなくなった。これらは気候

変動（地球温暖化）の結果であることを説明され、私たちに

身近なことから講義に入られました。 

この現象は日本だけでなく、他に、乾燥化、それに伴う山火

事や水不足、氷河の後退、サンゴの死滅、海面上昇、スーパ

ー台風の出現などが、世界各地で起こっており、自然現象だけ

では説明のできないものとなっていて、私たちのくらしや経済に大

きな影響を与えています。原因は人間がおこしたものであると言

えます。産業・生活活動による二酸化炭素の増大が一番大き

な原因であることは、ほぼ世界の常識となっています。このことか

ら、気候変動は人間の手で止めることが不可能ではないこと

も、世界の動きになっていると強調されました。 

 

第８回 美術鑑賞講座 ― 

現代の美術（2） アートという表現世界 
12 月 10 日／講師：真鍋宗平氏 

 

現代美術の後編は「アートという表現世界」と題しての講義でした。

戦争による抑圧と貧困からの解放を経験した現代美術は、前衛美術

→抽象美術→アートというふうに経過したとのこと。それは、戦争体験を

素直に対象化するものから戦後の解放感の中で、尖がった試みを続け

るものまで、多様性を広げる。この時代は、ヨーロッパ的名伝統を残しな

がら前衛美術と呼ばれ、抽象化がすすむ。やがて音楽や映画との複合

化、広告と大量生産による商業化が進み、舞台はアメリカに移る。美

術の「パワー」が落ち、「アート」と呼ばれるようになる。このような流れを

現代美術の展開としてお聞かせいただきました。 

今年度は、歴史講座と美術講座で、同じ講師による継続的な講義

でした。そしてそのいずれもが、対象作者の作品に向き合い、彼らの矛

盾や葛藤を共有しながらの進行でした。文学にせよ、美術にせよ、こうし

た文化の歴史は、西洋美術も日本美術も作品として残っており、それを

掘り起こすことによって、現在の美術として再生し、生き続けるのではな

いでしょうか。 

 

第 8 回 歴史講座 ― 

石川啄木 「時代閉塞の現状」 
12 月 12 日／講師：井口和起氏 

 

講師の井口校長先生には全 8 回を担当して頂きました。いつも「今、会議

が終わったところだ」と言って、定刻寸前に入ってこられるほどお忙しい中、ありが

とうございました。森鴎外や石川啄木を取り上げた講座などは、哲学の講座だ

ったのかな、と思うほど難しいところもありました。しかしながら、受講生のみなさ

んは理解力が高いとふまれた井口先生は、あえてこのようなテーマで臨まれたの

ではないかと、勝手な推察をしています。 

明治という時代をどう見るかは、最終的には受講生のみなさんの判断になり

ますが、少なくとも通史ではなく違った面、二面性があることも学ぶことができた

のではないでしょうか。おかげで「ボーッと生きてんじゃねぇーよ」は免れると思いま

す。最終回に石川啄木を持ってこられたのも、彼の主張は今日に通じること

（時代閉塞の現状）を言っているので、取り上げられたのではないでしょうか。 

講座で扱った啄木の論文の中で、今後、我々が進むべき方向として「必要」

と「批評」という 2 つのキーワードが示されていると、井口先生は述べられていま

したが、これは私たちがこれからも物事に対する感性を磨いていかなければなら

ないことを願い、指摘されたのではないでしょうか。その意味で、学んでいくことは

意義があると感じました。 

来期も皆様のご参加をお待ちしています。 

岡倉天心の名前は高校
の日本史か美術史で聞い
て以来、なぜか受験知識と
してのみ頭に残っていまし
た。しかしこのような時代背
景を基に史論を展開してい
たことを学んで、少し天心を
深く理解、否、知

・

っ
・

て
・

よかっ
たです。 

テンポの良いお話で、むずかしいことで
もわかったような気になって次々とお話と
聞きました。内容はとてもむずかしいと思
いました。 

今現在、どんなことが起こっているかを
わかりやすく説明してもらい、よく理解でき
た。地球温暖化を防ぐことの大切さを感
じました。 

第８回 時事問題講座 ― 

   福井原発群の避難計画はどうなっているのか   

                 １2 月 4 日／講師：池田豊氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭、東日本大震災、津波、原発爆発の映像を見せてもらい、その悲惨さを思

い起こしました。日本は、欧米と違い、地震頻発国土に設置され、その中でも若狭

は世界最大の原発密集地。その上で改めて、3.11 の福島原発事故を、①事故の

進行、②政府の対応や発表、③自治体の対応、を同時系列で見ていくと、原発の

「電源喪失」から政府の「緊急事態宣言」さらに「住民避難」まで大きなタイムラグが

あり、また、住民を安心させるための情報操作があったこと、複数原発の連続事故や

地震による道路の寸断などが重なり合った非常に困難な避難となることが明らかにな

りました。さらに、なぜ避難計画が原子力規制の対象ではなく、また、自治体の責任

で避難計画を立てなければならないのか、実効性のない評価や審査になっているな

かで新潟県の３つの検証、①福島原発事故の徹底検証、②健康と生活に及ぼす

影響の検証、③安全な避難方法の検証を、京都でも生かすことが大事であることを

学びました。 

 

 歴史が肉太に学べる

講座であり、感謝しま

す。 

全日程を終えて  ― 

基礎的な明治を中心と

する時代の知識が自分

になく、講義は難しか

った。（文学は特に） 

いろいろな機会を得て

勉強したい。 

第８回 健康講座 ― 

毎日行う自宅での筋トレとストレッチ  
   12 月 21 日／講師：高山覚氏 

 

筋肉トレーニングのポイントは、呼吸を止めないこと。一つの動作をゆっくり時間をかけてやること。一つの動

作で一回緩めてやると、同じ動作がやりやすくて、一回目よりしっかりできる。などを教えていただき、いざ実

践。 

高山先生は、とてもほめ上手です。「さあ、どんどん練習してください。あ、いいですねえ。その調子です！」

と一通り見まわした後、「では、本番です。１０回やりましょうか！」となります。「え～っ」と言いながらなんとか

１０回終わると、「練習の時はちょっと難しいのかな…と思いましたけど、みなさんとてもしっかりしゃがめていま

したね」とか言ってまたちょっとほめて、次のやる気を出させてくれます。 

ストレッチもしかり、あっと言う間の２時間でした。「この講座だけで健康になるということは難しいけれど、こ

の講座をきっかけに健康に気を配って頂けたら嬉しい」とおっしゃっていました。 

 

あちこち痛くてこれではいけない、もっ

と健康になりたいと思い、この講座を受け

ました。家では３種類の体操しかできませ

んでした。今日改めて教えていただくと、

正しいやり方がわかってきました。家でち

ゃんとやることが課題です。後半のストレ

ッチは何種類か家でやっていました。これ

は続けられそうです。ありがとうございま

した。 

現代美術は？？？の世界で、私に

は理解不能な事ばかりです。何を

訴えているのかわからない… 

資料の写真は黒ベタで全く

わかりません。印刷方法を考え

ていただきたい。 

真鍋先生のお陰で美術鑑賞の

ようやく入り口に立てたような

気がします。西洋であれ、東洋

美術であれ、美術の世界は奥が

深く、今でなくともいづれは自

分で創作できる事を夢見て、今

はひたすら目の保養、目で学習

できる様今後も続けていきたい

と思います。アートの前では常

に虚心で、心で感じとれるよう

教えて頂いたことを忘れずにい

たいと思います。 

原発をつくるのは国の責任で、原子

力災害には国が責任を持たない中身

が、他国や先進的なところとの比較や

データ、分析などの解説によりとても

よく分かった。専門性を持ったスタッ

フや研修のない地方自治体に責任を転

嫁する仕組みや、福島原発事故を隠ぺ

いし検証責任を果たさない政府の政策

では、全く国民･住民は守られない。 

東日本大震災規模

の事故が起きた場

合、避難は無理だろ

うと思う。車を使う

しかないがたぶん道

路は寸断され遠くへ

はいけないだろうと

思う。夜であれば尚

更。今回の話しでい

ろいろな不備が分か

った。対策は個人で

しかないような。昔

から庶民を大切にし

ない国だし。 

石川啄木の「一握の

砂」しか知らず、今日

の講座で、明治～今日、

啄木の言う時代考察が

現在の状況にあまりに

も似ていてびっくりし

ました。国家と確執は

私自身に問われている

ようだ。 

筋肉運動とストレッチをして心地よい汗を

かくことができました。習慣化しにくい現実で

すが、年も変わることから気持ちをいれかえて

取り組んでいきたいと思います。 


